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地域の教育・科学・文化のさらなる発展を目指して地域の教育・科学・文化のさらなる発展を目指して

下関ユネスコ協会の会報誌を刊行するにあたり、ひと言ご挨拶を申し上げます。

はじめに、当協会の活動に対し、平素より格別のご理解とご支援を賜っております皆

様方に、心より御礼申し上げますとともに、深く感謝いたします。

当協会は、１９４８年に山口県内初のユネスコ協会として発足し、以来、「世界の平和

と人類の幸福を永遠のものとする」というユネスコの理念実現に向け、様々な事業に取

り組んで参りました。

昨年度は、王江小学校が、７０年に及ぶユネスコ活動の実績が認められ山口県ユネス

コ連絡協議会から功労賞を受賞し、有終の美を飾られました。

今年度は、４月から名陵学園名陵小学校が新たなユネスコ学校としてスタートし、５月にはユネスコ歌のクラ

スの単独コンサートが開催され大成功を収めました。そして、１１月には１０年ぶりに山口県ユネスコ大会、

１２月には３年ぶりに国際親善パーティーをコロナ禍に対応したユネスコ歌のクリスマスとして開催いたしま

す。また、「世界寺子屋運動」「絵画展」「英会話教室」等の諸事業も引き続き実施してまいります。

今、世界では２月に始まった国家間の武力衝突をはじめ、各地での紛争は絶えることなく発生しています。ユ

ネスコ憲章の前文に「人の心の中に平和のとりでを築かなければならない」という一節がありますが、今ほどこ

の言葉の重みを感じるときはありません。１１月に開催の県大会では、パリのユネスコ本部事務局に勤務経験の

ある山下邦明氏に「『心の中に平和のとりでを築く』に魅せられて」という演目で講演していただき、この県大会

の交流をとおして、会員相互がユネスコの理念を再認識するとともに、平和を貴ぶ人々の輪の一層の拡大を図っ

ていきたいと考えています。

今後も、各種ユネスコ事業を積極的に推進し、平和な社会の実現、地域の教育・科学・文化のさらなる発展に

貢献してまいりますので、一層のご理解とご支援を賜りますよう心からお願い申し上げましてご挨拶といたしま

す。
下関ユネスコ協会 会長 山本 徹

ユネスコ歌のクラスは、主に５０年代～の誰もが聞き覚え

のある洋楽を中心に、マイクを使用して歌います。

楽譜の読み方、声の出し方、表現の仕方など、洋楽を歌う

ためのノウハウを学ぶことはもちろんですが、音楽を楽しみ

ながら、気軽に英語に触れることもできます。人前に出るこ

とが苦手な方でも、少しずつ克服することが出来るようです。

「声を出すことは健康の源」、ご興味をお持ちの方は、どう

ぞお気軽にお問い合わせくださいませ。

場 所 ドリームシップ ３階 レクリエーション室２

日 時 火曜日①10:30～12:00 ②13:30～15:00

③15:30～17:00 ④18:00～19:20

月 額 4,000 円（月４回）

連絡先 下関市幡生新町１番１号

下関市教育委員会教育部生涯学習課内

下関ユネスコ協会事務局（TEL：083-231-2054）

（下関ユネスコ協会 青年部）
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小中熟議の議題「名陵学園挨拶レベルアップ」
について話し合います。

リモートで開校式が行われました。１～５年生は教室で、６
年生は体育館で参加しました。JRC・ユネスコ委員会が司会進
行を行い、全員で「ユネスコ誓いの言葉」を唱和しました。

下関ユネスコ協会 山本 徹 会長の挨拶を聞き､ユネスコ学校
の児童としての気持ちを新たにしました。

王江小学校の閉校に伴い、新しく開校した名陵学園下

関市立名陵小学校が「ユネスコ学校」となりました。

名陵小学校は小中一貫教育校です。名陵小の前身とな

る王江小、名池小共に、ボランティアと地域連携に重点

を置いた取組を進めてきた学校であり、今後は名陵学園

の核となる取組の一つ、「My School 活動」として、これ

までの成果を基盤に、９年間の繋がりを大切にした学び

の充実を図っていきます。

今年度は熟議を通して地域との目標共有を図り、地

域、家庭、学校を繋ぐ活動目標を設定します。グローバ

ル化する社会に視野を広げながらも、身の回りの小さな

助け合いや思いやり、ボランティア精神を大切に育てる

取組を進めていきたいと思っています。

安全帽子に､ﾕﾈｽｺﾊﾞｯﾁ
を付けています！

世界の平和と人類の幸福を永遠なものにすること
は、ユネスコの理想である。これは人類の知的・道義的
連帯の上にのみ築かれるものである。われわれは、この
理想を実現するためにユネスコ会員綱領を定め、日常
の規範として、これを守ることを誓う。

一、 心の中に平和の守りを固めよう
戦争は人の心の中で始まるものであるから、争いを
力で解決しようとする考えを捨てすべての人が心の
中に平和を守ろうとする決意を待たなければなら
ない。

一、 すべての人間の尊厳を重んじよう
人間の尊厳と平和を重んじ、相互に尊重しあうと
いう民主主義の原則にたって、自由と人権を尊
重する習慣を日常生活において守り育てることが
たいせつである。

一、 教育・科学・文化の発展に努めよう
教育・科学・文化は、人々のしあわせと豊かな生活を
ささえるものであるから、その向上と普及に努めなけれ
ばならない。

一、 民族間の疑惑と不信をのぞこう
争いをなくし、真の平和を永続させるためには、互い
の生活と風俗、習慣を知りあい民族間の疑惑と不
信を除くことが必要である。

一、 世界を友愛と信頼のきずなで結ぼう
世界の繁栄と人類の福祉を増進するためには、互
いに友愛と信頼のきずなで結ばれ、人類は皆兄弟
という心構えで助け合い、共存共栄の道を進むべき
である。



（第 30号） 会 報 2022年 9月 15日

第

回
19

令和 3年 11月 29日

「ほう ほう ほたるこい♪」

きれいな海だから大きい魚もいるし、こ

のきれいな海をのこしていきたいと思

ったからです。

ぼくのまちには“えいこくりょうじかん”という

イギリスのいえがあります。レンガでできていて、

イギリスのこっきがあって、かっこいいたてもの

です。

下関ユネスコ協会では、家庭で眠っている「書きそんじハガキ、未使用ハガキ、
未使用切手」を世界寺子屋運動（※）に役立てようと、市内の小・中学校等
や一般の方に回収を呼びかけました。皆様のご協力により、2,866枚のハガキと
366 枚の切手を日本ユネスコ協会連盟に寄付いたしました！
生涯学習課や市内公民館で随時回収を行っています。ご協力お願いします。

（※）世界寺子屋運動とは？
基本的人権として、年齢、宗教、性別にかかわらずすべての人が公平に教育の機
会を得られるように、無償で学ぶ機会を応援する活動です。

こんな箱が目印です。
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友田川にホタルを見に行きました。あんな

にたくさんホタルを見たのは初めてだった
し、あんなに小さいホタルがこんなにも明
るく光るなんて、とてもビックリしました。

「ホタルはきれいな川にしかいないのよ。」
とお母さんからききました。きれいな川を
ふやして、ホタルがもっとたくさん見れる

といいなと思いました。

「赤いとりい」 「ぼくの町の海の幸」

「しものせきにあるイギリスのいえ」

いくつもの赤いとりいが並んでおり、
そのとりいの歴史がかんじられたし、
美しいと思ったから。

この絵画展は、下関地域の文化財や身近な自然環境のすばらしさを見つめ直

し、それらを未来へと引き継いでいく気持ちを育てることを目的に実施され、作品

を通して子どもたちや下関市民に伝える取り組みです。

今年度は１９回目を迎え、小学生、中学生の皆さんから４０４点の応募がありま

した。その中から優良賞以上に入賞された 10 名の生徒さんの表彰式を開催しま

した。
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ローレンス ・ チヴァス

先生（ 中・上級 担当）


